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道路メンテナンス会議
四国四県の関係機関の連携による検討体制を整え、課題の状況を継続的に把握・共有し、

効果的な老朽化対策の推進を図ることを目的に、各県において平成26年5月 7月に設置。

・国土交通省四国地方整備局
道路部、各国道事務所、四国技術事務所

・徳島県、香川県、愛媛県、高知県
・各県内市町村
・西日本高速道路株式会社
・本州四国連絡高速道路株式会社

体制
１．研修・基準類の説明会等の調整
２．点検・修繕において優先順位等の考え方
に該当する路線の選定・確認

３．点検・措置状況の集約・評価・公表
４．点検業務の発注支援（地域一括発注等）
５．技術的な相談対応 等

役割

・H26、27年度は3回／年開催
・H28は5月（第1回）、7月（第2回）を開催
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□H28 第1回の議事要旨
１）H27までの点検結果及びH28以降の点検計画について
２）跨線橋の点検状況について
３）H27点検における診断区分Ⅳ施設及び措置状況について
４）H28における一括発注の予定について 等

□H28 第2回議事要旨
1）平成27年度までの点検結果について
（点検実施状況、判定結果 等）
2）平成28年度以降の点検計画について
（点検計画、一括発注、研修 等） 愛媛県メンテナンス会議（H28.5.31）

開催状況

・四国地方整備局主催の道路構造物管理実務者研修にお
いて、自治体職員を聴講生として受け入れ

・道路メンテナンス会議において、自治体職員を対象と
した「橋梁マネジメント現場支援セミナー」を開催

現地実習状況（H28トンネル初級）

自治体職員の技術
力向上を目的とし
た技術支援

現地実習状況（H28橋梁初級Ⅰ）
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地方自治体職員等を対象とした研修の実施（１）

□橋梁初級Ⅰ・Ⅱ、トンネル初級研修の年度別
受講者の累計（H26 28）
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自治体の取組を紹介する参加者

直轄職員による現場実習の説明

【セミナーの概要】
・セミナーは座学と現場実習の2部構成（講師は直轄職員が担当）
・座学では橋梁等点検要領の説明のほか、各自治体での取組事例や点検結果の
報告を行い、参加者との意見交換を実施

・参加者自らが参加することでスキルアップを図る。

〔参加者の声〕
・コンサルタント等の点検・診断結果を確認しチェックできるようになりました
・点検・診断の実施内容が理解でき、今までの技術力からレベルアップしました 等

地方自治体職員等を対象とした研修の実施（２）
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□各地区におけるセミナーの地公体職員受講者の累計

〔139名〕

〔191名〕

〔136名〕

※H28セミナーはH28.11末現在の状況

平成２６年度全国初の直轄診断を行い、平成２７年度に全国で２例※の修繕代行
事業として新規事業化された「大渡ダム大橋」において、メインケーブルの開放調
査など「吊り橋」に特化した橋梁修繕研修会を実施 ※三島大橋（福島県三島町）

日 時 平成２８年１月２１日（木） １３：３０ １６：００
場 所 大渡ダム大橋（現場見学）

秋葉の宿仁淀川町観光センター 大ホール（座学）
講 師 国土交通省 国土技術政策総合研究所

道路構造物研究部 橋梁研究室長 玉越 隆史
受 講 者 四国内市町村職員、高知県職員など 約７０人

直轄職員による損傷状況説明 Ｃ１７のケーブルバンド開放状況

ケーブルバンド開放状況を見学する自治体職員

橋梁研究室長 玉越 隆史氏の座学状況

高知新聞（朝刊）
平成27年1月22日（金）24面
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大渡ダム大橋 橋梁修繕研修会（主催：高知県メンテナンス会議）

自治体職員の技術力向上のために、職員が近接目視点検・診断を行い、愛媛大学
大学院理工学研究科の森伸一郎准教授と全邦釘助教をファシリテーターとして、維
持管理にかかる課題について意見交換を行う「橋梁健全性診断ＷＳ」を開催
日 時：平成２８年１月２１日（木） 11:00 16:30
場 所：四国中央市消防防災センター３階大会議室

現地調査 平和橋、静進橋（四国中央市管理）
講 師：愛媛大学大学院理工学研究科 准教授 森 伸一郎
参 加 者 ：自治体等の実務担当者、

社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）認定者 約30名

静進橋の点検状況（森准教授による指導）

直轄職員によるの点検指導状況
（平和橋）四国中央市職員による損傷状況説明

愛媛新聞（朝刊）
平成27年1月22日（金）３面

6班に分かれてのＷＳ状況
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自治体職員を対象に「橋梁健全性診断ＷＳ」（主催：愛媛県メンテナンス会議）

・将来のメンテナンスを担う工業高校の生徒を対象とした「橋梁修繕研修会」を実施し、・将来のメンテナンスを担う工業高校の生徒を対象とした「橋梁修繕研修会」を実施し、
人材育成に取り組んでいる。

・また、橋梁補修工事の近隣小学生を対象とした「現場見学会」を開催し、老朽化対策工事
への理解を深めてもらう取り組みも積極的に行っている。
高校生を対象とした「橋梁修繕研修会」の実施 小学生を対象に「現場見学会」を開催

児童参加の現場体験

○日 時：平成27年7月14日 14:00 15:20
○場 所：横河原高架橋（国道11号）
○参加者：北吉井小学校 4年生 81名
○内 容：補修工事の概要説明、簡単な現場作業体験等

愛媛新聞 朝刊（H27.7.15）
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国交省職員による点検の説明

○日 時：平成28年11月21日 9:30 12:00
○場 所：森松高架橋（国道33号）他
○参加者：松山工業高校 土木科1年生 40名
○内 容：橋梁の定期点検体験や新設橋梁の現場見学

国交省職員等による現場説明

○日 時：平成28年12月12日 8:30 15:30
○場 所：現地研修：肱川橋（国道56 号）

座 学：八幡浜工業高校 教室
○参加者：八幡浜工業高校 土木科１年生 40名
○内 容：既設橋梁の補修、維持管理に関する座学と現場見学

地元ケーブルTVのニュース放映
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地元高校生等を対象とした工事見学会の実施



インフラメンテナンス国民会議（平成２８年１１月２８日設立）

設立の背景
■ インフラは豊かな国民生活、社会経済を支える基盤であり、急速にインフラ老朽化が進む中で
施設管理者は限られた予算の中で対応しなければならず、インフラメンテナンスを効率的、効果
的に行う体制を確保することが喫緊の課題

■ 豊かな国民生活を送る上でインフラメンテナンスは国民一人ひとりにとって重要であることか
ら、インフラメンテナンスに社会全体で取り組むパラダイムの転換が必要

目的
1. 革新的技術の発掘と社会実装
2. 企業等の連携の促進
3. インフラメンテナンスの理念の普及
4. インフラメンテナンスへの市民参画の推進

国民会議の性格
産官学民が連携するプラットフォー
ム

設立の
位置付け

■ 社会資本整備審議会･交通政策審議会技術分科会技術部会 提言（平成27年2月）
「社会資本のメンテナンス情報に関わる３つのミッションとその推進方策」

■ 日本再興戦略改訂2015-未来への投資・生産性革命-（平成27年6月30日閣議決定）

■ 日本再興戦略2016-第４次産業革命に向けて-（平成28年6月2日閣議決定）

■ 政務官勉強会 提言（平成28年7月29日）

準備状況 ■ 意見交換会（平成27年11月 12月、平成28年4月）２回
■ 部会・フォーラム準備会（平成28年6月2日 9月29日）延べ11回

インフラメンテナンス国民会議の主な活動

国民会議 設立時会員
１９９者（企業９５、行政７３、団体２
７、個人４）

支援

組織体制

自治体支援

総 会

国（国土交通省および関係省庁）

企画部会

■ 会長 ■ 副会長

実行委員会

企画等

広報部会

インフラメンテナンス
の理念普及、国民会議
の広報

自治体の課題解
決、自治体のニー
ズ・民間企業等の
ノウハウの情報交
換

海外市場展開
オープンイノベー
ションによる異業
種の連携や技術の
融合、マッチング

革新的技術

公認フォーラム

技術者育成
地域における技術
者育成の活動を支
援

市民参画
インフラやメンテナ
ンス
への関わりを深める
ための実践活動を展
開

近畿本部
近畿地方におけ
るオープンイノ
ベーション推
進・ボランティ
ア仲介等

海外への情報発信
や海外展開案件形
成

国民会議全体の運営

インフラメンテナンス大賞

建設業 32
建設コンサルタント・測量 25
プラント 1
水ビジネス 1
ICT 13
点検・センサー・設備 13
材料 7
保険 1
地図 2
NPO 6
研究機関 2 など

〈企業等内
訳〉

※ 国民会議準備会等でも議論されてきた内容をまとめたもの

有識者委員会

・インフラメンテナンス大賞の創設（国土交通省・総務省・文部科学省・厚生労働省・農林水産省・
防衛省）

〈優秀な取組を表彰〉

ベストプラクティスの水平展開

・技術コンペ・コンテストの開催
・技術マッチングのコーディネート

・スマートインフラメンテナンス（IoT活用
）

〈オープンイノベーションの推進〉

革新的技術の開発と実装の加速化

メンテナンス産業

・海外インフラ市場のニーズ掘り起
こし
・戦略的な具体案件形成を支援

〈海外市場展開への挑戦〉

海外市場への拡大

〈民間委託における制度・運用の改
善〉・自治体支援方策の改善策の検討

・施設管理者間の優良事例の共有

民間企業のノウハウ活用

多様な産業分
野ICT、ベンチャー、保険
、

素材、ロボット など

施設管理
者

建設関連産
業ゼネコン、コンサル、

地元メンテナンス業 な
ど

国、都道府県、市町村

解決策
の提案

課題の
共有

連携

ｚ民間企業の
ノウハウ活用

新たな
市場展開

例）包括的民間委託、技術者派遣制度 な
ど

市民がスマートフォン
で

インフラの不具合を通
報

ICTを活用したモニタリ
ング

システムによる長寿命化

オープンイノベーションにより
、
施設管理者や企業の課題解決を
加速

取組の
活性化

i-Constructionやロボット情報一元化システム等と連
携 農業用水の水路トンネル

をロボットが流れながら点
検

水中ロボッ
ト

による点検

産学官民の技術や知恵を総動員するプラットフォーム＝「インフラメンテナンス国民会議」
を設立 （設立総会 11月28日開催

）

確実かつ効率的なインフラメンテンナンスの推進

新技術実装
の後押し

技術連携
の後押し

※出典：Booz Allen Hamilton, Strategy & Business, no. 46, 2007 (from 
Booz Allen Hamilton, Global Infrastructure Partners, World Energy 
Outlook, OECD, Boeing, Drewry Shipping Consultants, U.S. 
Department of Transportation) 

米国・カナダ
約30兆円

アジア・オセアニ
ア

約80兆円

中南米
約40兆円

欧州
約40兆円

都市インフラの更新・機能確保に必要となる年間投資額の推
計※


